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手術を受ける小児の保護者同伴の効果の分析－親の役割遂行状況に着
目して－

柴田 祐希, 大野澤 萌, 金子 玉枝, 平田 哲, 本間 敦



【はじめに】
　保護者同伴入室は、児と保護者に安心感をもたらすと
いう報告がある一方、母子にとってトラウマになる可能
性や不安が高まるという報告もあり、当院では積極的に
導入できていない。
　しかし小児が安全・安楽に手術を受けるために同伴入
室が必要な場合、保護者が役割を最大限に発揮し遂行で
きる看護介入が重要と考え、本研究では、同伴入室時の
親の役割遂行状況を明らかにし、保護者への手術室看護
師の看護介入を検討した。

【方法】
　全身麻酔下手術を受ける 1 ～ 6 歳の未就学児とその親
を対象に、入室から麻酔導入時について術後 1 ～ 2 日目
に面接を実施しその内容を分析した。

【結果・考察】
　研究対象者は同伴入室希望の親子 12 組。親の多くは、
児の傍に居て親としての役割を果たしたい、不安で可哀
想という思いを持ちつつ同伴入室を経験していた。術後
の面接では親としての役割を果たせたと感じた親と、そ
うでない親がおり、両者の親の役割遂行状況は、役割克
服状態と役割距離状態であった。
　同伴入室を勧めていく上で必要な看護介入は、親の特
性を考慮し、親が考える役割を看護師が把握して、遂行
できる役割に近づけるようにする援助や遂行した役割を
認める援助であった。
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